[bookmark: _a4aodprre5tw]団体添乗員宿泊確認書

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（以下「宿泊施設」という。）と、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（以下「申込者」という。）は、申込者が手配又は実施する団体宿泊に同行する添乗員、ツアーコンダクターその他これらに準ずる者（以下「添乗員」という。）の宿泊について、次のとおり確認する。

[bookmark: _ud17fkpl3edf]第1条（目的）
本確認書は、団体宿泊に同行する添乗員の宿泊について、宿泊日程、人数、客室、料金、食事、精算方法その他の条件を明確にし、宿泊施設と申込者との間における認識の相違及びトラブルを防止するとともに、円滑な団体宿泊の実施を図ることを目的とする。

[bookmark: _adn7klw3ado4]第2条（対象となる団体宿泊）
本確認書の対象となる団体宿泊は、次のとおりとする。
団体名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
旅行会社・主催者名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
予約番号：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
宿泊期間：＿＿＿＿年＿＿月＿＿日から＿＿＿＿年＿＿月＿＿日まで
団体宿泊人数：＿＿＿＿名
添乗員人数：＿＿＿＿名
団体責任者：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
その他：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

[bookmark: _p16keqy5oarx]第3条（添乗員の宿泊内容）
1　添乗員の宿泊内容は、次のとおりとする。
添乗員氏名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
宿泊期間：＿＿＿＿年＿＿月＿＿日から＿＿＿＿年＿＿月＿＿日まで
宿泊数：＿＿＿＿泊
利用人数：＿＿＿＿名
客室数：＿＿＿＿室
客室タイプ：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
喫煙・禁煙：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
チェックイン予定時刻：＿＿＿＿時＿＿＿＿分
チェックアウト予定時刻：＿＿＿＿時＿＿＿＿分
その他の希望事項：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
2　客室番号、客室の階数及び配置については、宿泊施設が別途確約した場合を除き、宿泊当日の客室状況その他の事情を踏まえて宿泊施設が決定する。
3　申込者が、団体宿泊者の客室に近接した客室、特定階の客室その他の配置を希望する場合は、あらかじめ宿泊施設に申し出るものとする。

[bookmark: _mh52pdu39lt9]第4条（宿泊料金）
1　添乗員の宿泊料金は、次のとおりとする。
1泊1名当たり：金＿＿＿＿＿＿円
宿泊料金合計：金＿＿＿＿＿＿円
消費税等：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
宿泊税・入湯税等：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
2　添乗員について無料、割引料金、添乗員特別料金その他の特別条件を適用する場合は、次のとおりとする。
特別料金等：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
適用条件：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
3　宿泊日、宿泊人数、泊数、客室タイプ、食事その他の条件が変更された場合、宿泊施設は、変更後の条件に応じて宿泊料金を変更することができる。

[bookmark: _helwlx75uom1]第5条（食事）
1　添乗員に提供する食事は、次のとおりとする。
夕食：有・無
朝食：有・無
昼食：有・無
食事場所：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
食事時間：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
その他：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
2　添乗員の食事について団体宿泊者と異なる内容、場所又は時間を希望する場合、申込者は事前に宿泊施設へ申し出るものとする。
3　添乗員に食物アレルギーその他食事提供に際して配慮を必要とする事情がある場合、申込者は宿泊施設が指定する期限までに必要な情報を通知するものとする。
4　宿泊施設は、設備、調理環境、食材の確保状況その他の事情により、申込者から申し出のあった食事上の要望に対応できない場合がある。

[bookmark: _yaaz1pm5vlx8]第6条（添乗員用客室及び設備）
1　添乗員は、宿泊施設が指定した客室及び設備を、その本来の用途に従って利用するものとする。
2　添乗員が団体運営のため、打合せ場所、荷物保管場所、連絡スペースその他の施設又は設備を必要とする場合、申込者は事前に宿泊施設へ申し出るものとする。
3　前項の施設又は設備の利用について追加料金が発生する場合は、宿泊施設があらかじめ申込者へその旨を通知するものとする。

[bookmark: _gv63qjfow6gx]第7条（添乗員の連絡業務）
1　添乗員が団体宿泊に関する現地連絡担当者となる場合、添乗員は、宿泊施設の担当者との間で、団体の到着、出発、食事、荷物、客室利用その他必要な事項について連絡及び調整を行うものとする。
2　団体の到着時刻、出発時刻、人数その他宿泊施設の受入れに影響を及ぼす事項に変更が生じた場合、申込者又は添乗員は、可能な限り速やかに宿泊施設へ通知するものとする。
3　添乗員が団体宿泊者からの要望等を取りまとめる場合であっても、宿泊施設が対応できない事項について対応義務を負うものではない。

[bookmark: _ix3ly4zhe6od]第8条（追加利用及び個人利用）
1　添乗員が、飲食、駐車場、クリーニング、客室内有料サービス、館内施設その他宿泊料金に含まれないサービスを利用した場合、その料金は別途精算する。
2　前項の料金を申込者が負担するか、添乗員本人が負担するかについては、次のとおりとする。
申込者負担：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
添乗員本人負担：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
3　負担区分が明確でない利用料金については、宿泊施設、申込者及び必要に応じて添乗員との間で確認のうえ精算する。

[bookmark: _lz776i8fho2]第9条（料金の精算）
1　添乗員の宿泊料金その他申込者が負担する料金の支払方法は、次のとおりとする。
支払者：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
支払方法：現金・クレジットカード・銀行振込・その他（＿＿＿＿＿＿）
支払期限：＿＿＿＿年＿＿月＿＿日
2　振込手数料その他支払に要する費用については、別段の合意がない限り、支払者が負担する。
3　団体宿泊料金と添乗員の宿泊料金を一括して精算する場合は、その旨を事前に宿泊施設と申込者との間で確認するものとする。

[bookmark: _9xhho2dov763]第10条（宿泊内容の変更）
1　申込者は、添乗員の人数、宿泊日、泊数、客室数、食事その他本確認書に定める内容に変更が生じた場合、速やかに宿泊施設へ通知するものとする。
2　前項の変更は、宿泊施設が承諾した時点で確定する。
3　宿泊施設は、満室、設備上の制約、食事の準備状況その他合理的な事情により、申込者が希望する変更に対応できない場合がある。
4　変更に伴い追加料金その他の費用が発生する場合、申込者は、宿泊施設との間でその取扱いを確認するものとする。

[bookmark: _mlhx3ku0lw7f]第11条（取消し及び不泊）
1　添乗員の宿泊を取り消す場合の取消料については、宿泊施設の宿泊約款、キャンセル規定又は宿泊施設と申込者との間で別途合意した条件による。
2　団体宿泊全体の取消し又は人数変更に伴って添乗員の宿泊が不要となった場合についても、前項と同様とする。
3　添乗員が連絡なく宿泊しなかった場合の取扱いについては、宿泊施設の宿泊約款その他適用される規定による。
4　申込者は、添乗員の宿泊が不要となったことを知った場合、速やかに宿泊施設へ通知するものとする。

[bookmark: _oxhaentjt0n8]第12条（宿泊施設の利用）
1　添乗員は、宿泊施設の宿泊約款、利用規則、館内案内その他宿泊施設が定める利用上のルールを遵守するものとする。
2　添乗員は、他の宿泊者に迷惑を及ぼす行為、宿泊施設の運営を妨げる行為、施設又は設備を毀損する行為その他宿泊施設が合理的に禁止する行為を行ってはならない。
3　添乗員の故意又は過失により宿泊施設の建物、設備、備品その他に損害が生じた場合は、法令及び当事者間の合意に従って処理するものとする。

[bookmark: _eca20zk3ys4y]第13条（緊急時の対応）
1　疾病、事故、災害その他の緊急事態が発生した場合、宿泊施設及び添乗員は、宿泊者の安全確保のため、相互に必要な情報共有及び協力を行うものとする。
2　添乗員は、団体宿泊者に関する緊急連絡先その他団体運営上必要な情報について、必要に応じて確認できる体制を整えるものとする。
3　宿泊施設は、災害その他の緊急事態が発生した場合、その施設における避難方法その他必要な案内を行うものとする。

[bookmark: _afv2n0jesc1y]第14条（個人情報の取扱い）
1　宿泊施設及び申込者は、本確認書及び団体宿泊に関連して取得した添乗員の氏名、連絡先その他の個人情報について、個人情報の保護に関する法律その他関係法令に従って適切に取り扱うものとする。
2　取得した個人情報は、宿泊予約、本人確認、連絡、料金精算、緊急時対応その他宿泊サービスの提供に必要な範囲で利用するものとする。

[bookmark: _9szwma8b2fsm]第15条（宿泊約款等との関係）
1　本確認書に定めのない宿泊条件については、宿泊施設が定める宿泊約款、利用規則、キャンセル規定及び宿泊施設と申込者との間で別途合意した団体宿泊に関する契約又は確認事項による。
2　本確認書と宿泊施設及び申込者が別途個別に合意した内容との間に相違がある場合は、当該事項について個別に合意した内容を優先する。

[bookmark: _4g14mm9b5xnm]第16条（確認書の変更）
本確認書の内容を変更する必要が生じた場合、宿泊施設及び申込者は、その変更内容を相互に確認するものとし、必要に応じて書面又は電磁的方法により変更内容を記録する。

[bookmark: _f03hucpz5yr4]第17条（協議事項）
本確認書に定めのない事項又は本確認書の解釈について疑義が生じた場合、宿泊施設及び申込者は、関係法令、宿泊約款、利用規則及び取引の内容を踏まえ、誠意をもって協議し解決するものとする。

以上の確認の証として、本確認書を2通作成し、宿泊施設及び申込者が記名押印又は署名のうえ、各自1通を保有する。
電磁的方法により本確認書を作成した場合は、各当事者が電子署名その他適切な方法により確認し、その電磁的記録を保管する。














＿＿＿＿年＿＿月＿＿日

宿泊施設
施設名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

所在地：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

代表者・担当者：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

署名・押印：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

申込者
会社名・団体名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

所在地：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

代表者・担当者：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

署名・押印：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

